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甲状腺機能尤進症における1血L漿総脂酸に関する研究
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　　　　　　　　　　緒　　言　　　　　　　　　　　　　・［i聖朝室腹時，静脈1血Lを採取し，血漿分離後，Folch氏

　甲状腺ホルモンの脂質代謝におよぼす影響駄持異的　　　1芝16）により脂質を抽出した。・二の際酸化防止の口的に

であり，脂肪の消化，吸収にllFI：接作州するものでは　　　てハイドロキノンーワ」尖を加えた・ついでStoff¢1氏

なく，主として脂質の合成，分解，脂酸の動餓を促巡　　　法7）にしたがいメチル化を行ない・ガスクロマトグラ

するといわれている1）2）。甲状腺ホルモンにより最も　　　フィーにて脂酸を分析した。ガスクロマトグラフィー

影響をうけるのは・レステ・一ルーeあるが，他の脂　の装ilい亡謙件職1のごとくである・，

質，すなわち「ll繍｝」ノ∫，リン撒・ρ1iP°p「Q‘ein 譁m　衷1・・・…トグ・・，．・、難．、条　1・

コフエロール3）およびある種の脂酸もすくなからず影

勲うけるものとされている・・。　　　　　機　　　飼”　本GCG－5DHII匪

従糊鵬・1働麟1約・・…テー @馴1懲峯雛墨｛製器
ル沖性脂肪，リンll旨勲どの墨・的礁鯛象として　　　　　内f釜襯燃15吻
いたが，灘ク悶トグラフ・「つし’で淋ク悶　　　液相ジエ御ソグリ。一ルサク淵覧
トグラフィーの創案5），進歩により脂酸単位での分析　　　　　　　　　　　　＿ト（15％）

が可能となった。したがって甲状腺機能と脂質代謝に　　　　　　　狙　　体　クロモソルブW〈6〔〕～80メッ

関して，その最的動態の面よりの研究はすくなくない　　　　　　　　　　　　　　　　シ晶）

が，脂酸楷成比の面より検1討した報告はほとんどみら　　　　カラム温度　200UC

れない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キヤリアガス　竃素（流蚤40π6／分）

　著者は，甲状腺機能と脂質代謝との関連性を考察す　　　　水　　　　　素　流盤30麗／分

る目的にて一・P状撒能腿症を・　・・心に，各樹・状腺　椥』器温度250°C

灘と対比して・血漿総脂腿および血漿総脂酸構成　　ミ似チ・酸（C1、、。），バルミチン酸（C16、。），パ

比にっいて検討し，さらに外科的治療経過によるその　　　ルミトォレイソ酸（C16、1），ステァリン酸（C18、o），

擁についても追求した・・　　　　　　オ．イン酸（C伽），リノー、酸（C18，2）、アラキド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン酸（C20；4）の7脂肪酸について各ピーク面積を半値
　　　　1・研究対象および研究方法　　　幡。より期し翻旨酸献比勧劉出した・…。

　　　A・研究対象　　　　　　　　　　　　　　　　　　総脂酸鍛の塊出には内部標準法をもちいた10）。内部

　丸田外科に入院・治療をうけた甲状腺機能充進症を　　　標準物質としては，生体内に存在せず，かつ生体内の

研究対象とし・健康人を対照としてもちいた。甲状腺　　　上記7脂酸とは分離のよいC20飽和脂酸であるアラキ

機能尤進症については・未治療時・抗甲状腺剤投与後　　　ジン酸をもちいた。その添加蚤は血漿1CCに対して1

（手術前）・術後1ヵ月（退院時）・術後2～3ヵ月にお　　　㎎である。

ける血漿総脂酸蟄・血漿総脂酸構成比を測定した。な　　　　なお，ガスクロマトグラフィーによる脂酸の定髄は

お，甲状腺機能充進症以外の甲状蹟嫉患についても測　一般にオく素炎型1婦曝では，高細」旨酸の面積比はほぼ

定を行ない比較検討したが，高血圧症動脈硬化癒　　　　電盤比に等しいといわれている10）11）ので，上記7種の

肝障害・糖尿病心筋障害などの脂酸構成比の愛動を　　　脂酸の和をもって総脂酸量にかえた。

きたし易い合併症のない症例をもちいた・　　　　　　　　なお，統計学的処理は危険率5％以内とした。

　　　B・研究：方法



1｛M－（284）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fl㌃　り・1．l　L鮭　1誌：　1イ｝18℃弓

　　　　　　II・　研究成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b・　クト示斗「1勺深腰雌耀驚：義過琶二ともなう据1…イ｝多：，人～4，　レ叫1び》

　　　　　A．血漿総脂酸1遇：　　　　　　　ごとく棚歌腺剤投与・後c琳揃）の細1旨酸．1・．蹴4：』1：｝～

　　　1，対　照　　　　　　　　　302・解／認，平」向383止3卿46であ・・て，未治療1時・に
　健康人10例（男i／1三5例，女性5例）の1fl虜き総脂酸｝1｝：　　」’ヒして増加の傾向な泳し1そ4）．’i4均値1』：対llく1の」桝勾値

は炎2のごとく，401～2727’》／♂6，平均339土411’〃46　　339」ン．1D昭／46（・夫2）と1’ヒ鮫するとイ∫意の’、「鎚fも・，て

で皮，る、，　リ5・ドkの．・F工匂1、L　3．19η》／46，　女／生α）・・［λ均OIL　32g　　　高n【7〔を’勾ヒし・てし・る・・しカ・し’術後1カjl（jl｝1院哨・）の1血L

卿ゴ6で，1賭間i、詳億の融認めな1、，。　　　　旗総脂酸最は・｛1卜27吻／認・平∫幻35晒吻〃召’ぐ・

　　　2・甲状腺機1航1雄症　　　　　　表3甲状腺機育旨プ〔：巡症（未翻超時）、）

・・伽・7土・・；顧あ・・淋比し嚇嚇・　逃1㌧1謡噸酬腱

も・て低伽ある・　　　　　　　　　1冨〔鍋．51．隙　　351｝
表2　対照の1fll、　㈱」旨襯　　　　　 2・我lll　28♂　　32°

　　a・未治療時：ll：‘状｝腺1幾能プUj竺症の未治り窪lll顕こオ磁ナ　　　　　　　　　．i血1膜総月旨酸鐘｝：

る血，漿総Jj旨酸量は藁…：弱こ示すごとく，356～．1471’塀／46，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・　《藏　　　　鴛1ミ　　　26　　　　♀　　　　　　　　　　313

　　　　症　　例　　　ヲこ　　性　　　 1‘115｝鷲総脂酸llt：　　　　　　・1・｝・己　　山轟f　　・13　　f・2　　　　　　3111

、＿．．、、．．』

@．．．．．．　．　．．．．、．＿tl．圃，．．．．．，＿．．．＿，．．．．．．一．、（！醍！46）．＿、．「＿　　　　　　　　　　5．　桑公　　　　「ド　　　37　　　　さ1　　　　　　　　　287

　　　　1・　づト　　　月1　　　35　　　δ　　　　　　　　　401　　　　　　　　　　　　6．　：ノく　　　1句　　　 18　　　δ　　　　　　　　　273

　　　2，　　　　「莫！　　　　　　29　　　　♂　　　　　　　　　　　389　　　　　　　　　　　　　　　7，　Bい　　　　」自，　　　29　　　　耳～　　　　　　　　　　26こ3

　　　3，　メL　　　　【⊥．1　　　38　　　　♀　　　　　　　　　　372　　　　　　　　　　　　　　　8．　4な　　　　ll要　　　　32　　　　皐　　　　　　　　　　242

　　　4．米　倉　30　3　　　366　　　　9．落　禽　21　早　　　231
　　　　5．　1王1　　　r†盲　　　40　　　　♀　　　　　　　　　34・l　　　　　　　　　　　　lO．．タL　　　l！l　　　34　　　　♀　　　　　　　　　218

　　　6・　専　　　　セ尺　　　　36　　　　耳～　　　　　　　　　331　　　　　　　　　　　　　11・　．牡1・　　　、農1　　　55　　　　♀　　　　　　　　　　2〔〕6

　　　7．　萩　　　 1駁　　　　32　　　　♀　　　　　　　　　　328　　　　　　　　　　　　　12．　T・1了　　　ノ！i　　　35　　　　耳～　　　　　　　　　188

　　　8、　虜寒　　　ガ～こ　　　39　　　　δ　　　　　　　　　309　　　　　　　　　　　　　13．　｝鍔ξ　　　嘱（　　　20　　　　♀　　　　　　　　　185

　　　9，　IH　　　：1；寸　　　32　　　　δ　　　　　　　　　281　　　　　　　　　　　　！・1．　・｝if　　　沼｛　　　28　　　　巧～　　　　　　　　　星81

　　　10．　i碧行　　　　指幡　　　　27　　　　♀　　　　　　　　　　　272　　　　　　　　　　　　　　　15．　費反　　　　LU　　　　30　　　　♀　　　　　　　　　　　147

　　　　平均　　　 339土41　　平均　　　
247ニヒ5｛：1

表　4　　　　甲状腺機能允進疲の外科的治療経過にともなう1后【L漿総脂’酸徽の推移

近1三 @例　　令ゼi：未悟藻蒔「縞糧摯覆’寧募欝　　症　例　　令性｝『祷硬巨一：…蕩万囲
．、．　　　　　年　．　　　血漿総脂酸燈（7㎎／46）　　　　，4　　　　　年　　　，血漿総脂酸搬（7」W4の

　L　 工～〔　　　重智西　　　51　　♀　　　　　356　　　　　433　　　　　411　　　　　　1．　摂｝　　　りト4　　　37　　♂　　　　　　　　　　5鶏2

2．　ぽ気　　　　lLl　　　28　　δ　　　　　32｛｝　　　　　一墨2｛｝　　　　　401　　　　　　2．　ユ晋｛　　　錦噺　　　51　　？　　　　　　　　　　　47玉

3．金　森　26♀　313　392　390　 3．太　田　18♀　　　393
4．　∫重邑　　　1【府　　　　43　　♀　　　　　301　　　　　3・L7　　　　　336　　　　　　4．　大　　　　1勾　　　　18　　δ　　　　　　　　　　386

5．　諸公　　　　一ド　　　　37　　δ　　　　　287　　　　　396　　　　　395　　　　　　5．　｛」、　　　1」1　　　王9　　♀　　　　　　　　　　　355

6．　大　　　　【．勺　　　　18　　δ　　　　　273　　　　　390　　　　　387　　　　　　6，　イ三「　　　111　　　35　　8　　　　　　　　　　　352

7、　1卜1　　　麿ゴ　　　29　　♀　　　　　263　　　　　353　　　　　316　　　　　　7．　駒『　　　至巽　　　　37　　♂　　　　　　　　　　　291，

8．　刑r　　　月墜　　　　32　　♀　　　　　242　　　　　388　　　　　359　　　　　　8．　4な　　　　II要　　　 32　　♀　　　　・　　　　　273

9．　享客　　　’禽　　　21　　♀　　　　231　　　　3｛｝2　　　　27｛）　　　　　9．　、金　　　森　　　26　　♀　　　　　　　　　267

10．　メし　　　i．Ll　　　34　　♀　　　　218　　　　　343　　　　　34（｝　　　　10，　」5皇　　　↓己　　　30　　♀　　　　　　　　　　183

｝1：常　殆　ll　l　l題　　1：1；　　lll　　－・｛ぼ｝1易一……　　　　『諭土・・

13、　漉駕　　　　ξ1女　　　　20　　♀　　　　　185　　　　　　362　　　　　　315

14．　青　　　 沼　　　　28　　～～　　　　181　　　　　381　　　　　310

15．　飯　　　　1王1　　　30　　孚　　　　　147　　　　　429　　　　　373

　　　平均　　247土59383土35358止・10
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・　　　　　　4．小　　括

　　　　　　a．対照の」血漿総脂酸：lli：は平均339土417r砂46であ

　　　　って性簾は認められない。

対　雲語投窪　建　婦・伽・…タ6，パル・チ・酸蹴・・脇一

，，罐駕吾省　嬬第識濫彫，瓢繍認媚

　　　　　b．甲状腺機能冗進痩it三の未治療時の」血L漿総脂酸轍は

　　　　平均247止59吻／認で，対照に比して翁意の弟をもっ

　　　　て低値であるU外科的治療経過にともなうinL漿総ll旨酸

　　　　掃：の」：佳移をみると」冗1「1：庚｝腺斉1妊貨与を1二、ヒりi曽力IIし，ヌ寸旦蕉

　　　　より高値となるが，術後1ヵ月欺いし2～3ヵ月で

　　　　は，対照の値とほウ耳ご1司程度に減少し，両・持問に有意の

　　　　雌を認めないぐ、

　　　　　c・単純i！k甲羽こ腺腫の．血漿総lj旨酸量の、la均は348」二

　　　　71㎎／46であり，対照とイゴ意の餓は蹴い【，

　　　　　　　B．血漿総脂酸構成比

　　　　　　1．対　　照

．＿．＿
@　　対照におけるll【L蟹総脂酸構成，ヒ1』：爽6のごとく，ミ

図1．職麟能冗遡1ゆ外科的治撫過に　　アラキドソ酸4・6土゜錫で痂・
　　　　ともなうinL漿総脂酸鐙の垂lli移　　　　　　　　　　　以上の成績より，、1血L漿中にもっとも多雛：に’俘在する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脂酸はリノール酸であり，ついでパルミチン酸，オレ．

抗甲状腺剤投ヶ後のそれに比してやや低値を示し，そ　　　イン酸撃ステアリン酸，アラキドン酸，パルミトオレ

の平均値は対照の平均llll　339土411曜〃6（炎2）と比較　　　イン酸，ミリスチン酸の順序であ履1亡、

すると有意の差は認められない。さらに，術後2～3　　　　また，リノール酸と二4・レイン酸の比，すなわちL／0

ヵ月の血漿総脂酸搬は喪4、図1に示すごとく522～　　　比およびリノール酸とパルミチン酸σ）比，す衆わち

183，～夢／認，平均350土96昭／認であって，対照とはイ∫　　L／P比についてみると，爽6に示すごとくL／0比llL

意差を誌めなくなる。　　　　　　　　　　　　　　　　L7正土0．33，　L／p比は1．35土0．21である、、

　　3．単純性甲状腺腫　　　　　　　　　　　　　　　つぎに，対照値に．おける性蕊を検討してみると表7

　表5のごとく，単純性結節性甲状腺腫10例の血漿総　　　のごとくである。すなわち，パルミチン酸，オレイソ

脂酸螢は483～238㎎／認，平均348土71㎎／認であり，　　酸は男性に多く，ステアリン酸，リノール酸は猷性に

，対照との間に翁意の鑑は認められない，，　　　　　　　、　多いようであるが，推計学的には’付意の藻はない、、し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たがって1血L漿総脂酸構成比1二ついては性溢は蹴いもの

　表5単純性1獣獺の血漿総脚鰍　　　として腋の脂灘1雌の成徽検討した，、

＿並＿塑＿艦＿．生＿噸欝璽．　、職欝螺1焉簸能ノ1、進症噺療、馳憾

　　　1・山　　本　　30　　3　　　　　483　　　　　総脂酸手臨成比は表8に示すごとくであって，その脂酸

　　2・山　辮　25♀　　　417　　　構脚ヒを多い順序にあげると，…レミナン酸31．｛｝土
　　3・島　田　39　♀　　409　　2．6タ6，オ呵ン酸24．7土3，1％，リ・＿，・酸23．8土2．4

　　4・宮坂3°早　　361、　％，ステアリン酸9，6土L3％，ア榊ド職5、1土1．王

羅駅il　li1　髪諾濫搬；膿藩1蹴
　　8．小竹32　♀　　3・5　　と図2¢）ごとく・　Ill都1曙i肱・ノ蝶を認める・すな
　　9．芳　川　37　δ　　253　　わち，パ・レミチン酸1餓比，オレイン灘｝此比，パル
　　10．田　　中　　46　　♂　　　　　・238　，　　　　　ミトオレイン酸構成上b　ステアリン酸構成比孕アラキ

ー華薔……｝｝｝烈薪「．皿 箔蛹p鍵蠕繍難i騨謄



106－（286）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ露　少ll　医　諺茜　　幽写1呂懸

表6　　　　対照の1nl漿総脂酸構成比および脂酸比

年　　　　，血漿総脂酸構成比（驚）　　　　脂酸比
症例 ﾟ性 ﾂチ7靭逝夏籔三｛1互歪斑三1二lllジ1垂
1．　寺　　　　島　　32　♂　　　　　1．2　　　　26．5　　　　　3．8　　　　　8．8　　　　20．3　　　　35，3　　　　　4、1　　　　　1．7塾　　　1．33

2．　ヲ1二　　　川1　35　δ　　　　　0．8　　　　27．9　　　　　4，9　　　　　6．9　　　　20，6　　　　　33．2　　　　　5．7　　　　　1．61　　　　LI9

3，米　倉30a　O．8　26．1　2．7　1〔〕．0　25．0　31，0　4．4　1．24　1．！襲｝
4．　　　1蝿　　　　29　δ　　　　　0．6　　　　28，0　　　　　3．2　　　　　7．2　　　　25．5　　　　30。0　　　　　5．5　　　　　L18　　　　LO7

5，　4、　　林　 20　早　　　0．8　　　22．3　　　 3．2　　　 8．8　　　19．5　　　41，4　　　 4．0　　　 2．12　　 L呂｛う

6．杉　1⊥120♀　1，0　25．2　2，9　10．0　18．0　39，0　3．9　2．17　1．55
7，　塩　　　　房《　　20　早　　　　　1，1　　　　25．4　　　　　3．｛）　　　　　9．3　　　　18．4　　　　　38．5　　　　　4．3　　　　　2．（，9　　　　L52

8，　イヒ　　i岡　 18　♀　　　0．5　　　24．1　　　 L8　　　10．2　　　18。5　　　38，5　　　 6．4　　　 2，08　　 L臼｛｝

9，　而雀　　　 ヲト　21　♀　　　　　1．2　　　　26．0　　　　　3．5　　　　　8．9　　　　18．5　　　　36、9　　　　　5，0　　　　　1，99　　　L41

10，　沙更　　　～毎　　20　♀　　　　　1，5　　　　27．2　　　　　2．5　　　　　8．9　　　　20．2　　　　　36．7　　　　　3．0　　　　　1．81　　　　五．35

11．大　山18孚　0・8　27・8　2・9　10・5　16・8　35・3　5・9　2・10　L27
12，　寺　　　　1詰　　20　♀　　　　　1．2　　　　26，5　　　　　3．8　　　　　8．8　　　　20．3　　　　35．3　　　　　4．1　　　　　L74　　　　1．33

13．　【キ1　　野　 20　♀　　　 1．1　　　23、2　　　 5．5　　　 8．5　　　23、5　　　33．8　　　 4．4　　　　1．44　　 1、46

14．　籾11　　　沼更　　20　♀　　　　　1・5　　　　25・0　　　　　4・6　　　　　7・7　　　　23・1　　　　33・2　　　　　4・9　　　　　1・44　　　　L：う3

15．　粟　消k　1京　　20　♀　　　　　2．0　　　　　29．6　　　　　　3，8　　　　　　9．1　　　　　21．3　　　　　31．0　　　　　　3、2　　　　　　1．45　　　　1．04

　　・1・均　12。．42蟹．93f。．98f1，。2盤，5緊14歪。，9銘1、、、k81、1

表　7　　　　　　対照の1血L漿総脂酸構成比および脂酸比における性藻の検紺

　　癒　　　　血漿総脂酸構成比（％）　　　　　 脂　酸　比
性例｝・了　　．・ル　パルミトステー｝二一一｛へ…㎝㎜テ弓…㎝……㎜”馳…………　
　数’肝ン　・チソ孟．財γ＿7リZ．一挫翌∴仁’瓢査」艶．鷺ll．秘㌧

♂・°・9 y。．327・ ｶ、、23・7土。，88駐3。、．622’匙、．332’～、．64凸9。。．81’蟹。、、，1‘釜。．1、

♀1・1・2 y。．425・ ﾄ2．。3’4。1．。9’2。。．819’気、．236’気、，。4°‘。。．11’讐。，、21翌。．、1

有意の差を認めるものは，パルミチン酸構成比オレ　　　（表6）と比較すると，有意の難をもって上昇してい

イン酸構成比，パルミトオレイソ酸構成比，ステアリ　　　る。ステアリソ酸は9・1土1・1％で，未治療時ならびに

ン酸構成比の上昇と，リノール酸構成比の低下であ　　　対照他との間に有意の藻がない。リノール酸は27．（吐

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・2％で，未治療時に比して上昇しているが，対照（表

　そこで，L／0比，　L／P比について検討すると，　L／0　　　6）と比較すれば，な二㌃δ有意の差をもって低下してい

比は0．99土0。21，L／P比はQ．78土0・12であって，対照　　　る。ミリスチン酸，アラキドン酸については，イ∫意の

に比して著明な低下を示し，脂酸構成比の特有なパ　　　変動はみられない。

タ・一ソを反映している。　　　　　　　　　　　　　　　　　なお，L／O比，　L／P比について検討してみるとl

　b，外科的治療経過にともなう推移：前述のごとき　　それぞれ未治療時に比してかなり上昇しているが，な

脂酸構成比の特異なパターソが，外科的治療によりど　　　お対照値（表6）よりは低値である。

のように推移するかを追求した（表9）。抗甲状腺剤　　　　次に術後1ヵ月（退院時・）の血漿総脂酸構成比1こっ

投与後（手術前）の脂酸構成比についてみると，パル　　　いて検討してみると，パルミチン酸は29．0土1．9％で，

ミチン酸は29．2土2．2％で，未治療時との間に有意の　　　抗甲状腺剤投与後の他とは蓬異がなく，したがって対

差をもって低下しているが，なお対照値（衷6）より　　照値（衷6）との間になお胸意の蓬を認める。オレイ

高値である。オレイン酸は23・6±2・5％で，未治療時　　　ソ酸は22．2土2．5％で，抗『1状腺剤投与後のlllllと比較

との間には有意差を鋸めない。パルミトオレイン酸は　　　してやや低下しているが，対照（蜜6）との㈹にし賄

4，9±1．2％で，未治療時に比して蓬はなく，対照値　　　意の差がない。パルミトオレイン酸は4．5土1．1％で，
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表　8　　　　甲状腺機能：冗進症（未治療時）の1自エ漿総脂酸構成比および脂酸比

　　　　　年　　　　　　　　　血　漿　総　脂　酸　構　成　比　（タ6）　　　　　　　　脂　　酉愛　比

症例 ﾟ性 G7奪；死》護袴F孔7万アニ1ア瓢ジ「派y…r
1．　『山’　　　火田　　57　δ　　　　　1．1　　　　26．6　　　　　　4．〔｝　　　　　8，｛〕　　　　26．6　　　　　28，7　　　　　　4．4　　　　　　1，08　　　　1．08

2，　rlド　　　ll奇　　17　δ　　　　0．9　　　　28，8　　　　　3．9　　　　10，6　　　　25．4　　　　26．1　　　　4，3　　　　　1．03　　　｛｝．91

3．　大　久　f呆　　23　δ　　　　　0．7　　　　26．8　　　　　5．｛｝　　　　　9．9　　　　25．6　　　　25．5　　　　　6．5　　　　　　L｛｝0　　　　｛，．g5

4．　楽斤　　 妻　 37δ　　　〔L6　　　28．8　　　 3．8　　　1｛｝．6　　　27，3　　　2：う．5　　　4．4　　　 0．86　　0，82

5．　大　　　 1ノ」　　18　♂　　　　2，0　　　　3L7　　　　　5．7　　　　　8．4　　　　24，2　　　　23．3　　　　　・1，7　　　　　0．96　　　0．74

6．　1公　　　‘’ド　37　δ　　　　1、2　　　29．2　　　　4．3　　　10．2　　　26．5　　　23．2　　　　5，4　　　　｛｝．88　　　0．8｛〕

7，　ヨ：　　　片美　　26　6　　　　　‘〕．9　　　　31．2　　　　　4，・1　　　　　8，2　　　　28．6　　　　22．｛⊃　　　　4，7　　　　　｛｝，77　　　0．71

8，　濯1　　月1　35　お　　　1．0　　　28．2　　　 5．1　　　9．6　　　29．1　　　21．8　　　 5．2　　　 ‘｝．7Fi　　O．77

9．　オ3ζ　　1［1　28　6　　　Ll　　　33．4　　　 3，9　　　 9．：｝　　　26．0　　　21．6　　　・1．7　　　 0．8：3　　｛｝．65

10，　太　　 1：1」　18　♀　　　｛｝．9　　　31．3　　　 ・LO　　　 8．9　　　18．3　　　28．0　　　 8．｛う　　　 0．53　　〔》．89

11．　夢客　　　｛㌃　21　？　　　　玉．4　　　　29．5　　　　4．4　　　　11，1　　　　2L4　　　　27．6　　　　4．6　　　　　1．2呂　　　0．9・L

12．　↑な　　　．1／1　　40　♀　　　　　1．0　　　　31．4　　　　　・1．7　　　　　9．1　　　　2L　8　　　　27．4　　　　　3，6　　　　　　1，26　　　　0，87

13．　rい　　 イこ寸　21　♀　　　0．9　　　3｛｝．2　　　 3．9　　　1L2　　　23．9　　　25，5　　　 ．Ld　　　 l．〔17　　0，84

14．　月三　　　11晦　　43　♀　　　　　L｛）　　　　3・1，6　　　　　3，9　　　　12、3　　　　1Ii．9　　　　25．1　　　　　｛玉．2　　　　　董，・19　　　0．73

15、　iヶ　　　ll要　　32　？　　　　　L4　　　　28．4　　　　　5．8　　　　　7．8　　　　26、1　　　　2「玉．1　　　　　5．．1　　　　　｛｝．96　　　0，88

16．　メL　　　　［1i　34　♀　　　　　1・3　　　　：弓L2　　　　　5・1　　　　　9．1　　　　2・LO　　　　2・Ll　　　　　5，2　　　　　　1．｛｝｛〕　　　〔｝．77

17．　了1∫　　　　月1　35　塁…　　　　　1，5　　　　3｛L6　　　　　5．5　　　　　9．9　　　　23．5　　　　24．ユ　　　　　5．9　　　　　　1，｛｝7　　　　｛｝，79

18，　窪鋤　　　　石　　19　♀　　　　　1．2　　　　3L　3　　　　　」，5　　　　　9．1　　　　25．4　　　　23，7　　　　　4，8　　　　　0．93　　　｛1，76

19．　4卯　　　　汚く　　47　♀　　　　　1．4　　　　313．0　　　　　6．4　　　　　7．2　　　　24．〔｝　　　　22．7　　　　　5．3　　　　　0．g5　　　0，｛｝g

20。　く」、　　レ星．1　19♀　　　1．2　　　35．3　　　 3，9　　　10，，1　　　22、6　　　22．1　　　．L　5　　　 0，　g呂　　〔｝．6：r｝

21．　y‘　　針母　51　♀　　　1．2　　　32．4　　　 5．5　　　8．・1　　　25．5　　　2L　7　　　5．3　　　0．85　　（）．67

22巽　茅窩　　　　ill　17　孚　　　　　1．4　　　　32．8　　　　　3．9　　　　　9．4　　　　25．6　　　　2L　3　　　　　5．（｝　　　　　0．83　　　｛｝，65

23，　’」、　　　委木　　44　♀　　　　　L7　　　　32・1　　　　　｛L　7　　聾　　7・2　　　　28・3　　　　21・1　　　　　2・9　　　　　｛）．75　　　0，66

24．　1藤　　 廷銭　41　♀　　　1・1　　　27・9　　　 1～。4　　　10・7　　　3（》・8　　　20，7　　　 5，4　　　 0、67　　0，74

25，　⊇1ヒ　　　　習吏　　39　早　　　　　1．1　　　　37．6　　　　　：3．3　　　　　11．｛，　　　　21．4　　　　　20，1　　　　　5．5　　　　　0．94　　　　0，53

平均　1蜜。，33呈964f。．，9f1．、緊12聾45霊M盤121騨12

％

40

30

20

】0

0

対照値（表6）と比較すれば有意の遊をもって上昇し

　　　　　　　　　と有意の薙をもって低下してい福，疲た未治療時に比

　　・　　　　　　　して変化を認めないミリスチン酸，アラキドン酸でに

　　　　　　　　　共に軽度の増加を認めるが，測驚誤｛廉範闘内と考えら

　　　　　　　　　れる。

　　　　　　　　　　なお，L／0比；L／P比は共に上昇し，特1にL／0比

　　　　　　　　　は有意の上昇であるが，両者共にまだ対照値（・表6）

　　　　　　　　　より著しく低い値な示しているこ，

　　　　　　　　　　以上の様に，外科的治療による各ll旨酸構成比の推移

彪1　　　　　　　　　をみると，甲状腺機能元進症1こ特何なバターンを示し

　　　　　　　　　ている脂酸構成比は次第に対照値に近づく傾向を示す

ミチパチll律うリ　諺　　3　蓼ド　　が，臨床症状の消央した術後1ヵ月においてもなお図
リ　 ル　 ミイ　7呵　　イ　　1
スン　ミン　トン　7ン　　ン　　ル　キン　　　　3に示すごとく，パルミチン酸，パルミトオレイソ

図2，　対照と甲状腺機能寛進症（未治療時）に　　　　酸，オレイソ酸は上昇を，リノール酸は低下を示して

　　　おける」血L漿総脂酸構成工ヒ　　　　　　　　　　いる。さらに表10に示す術後2～3ヵ月の」丘L漿総脂酸
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袋9　　　　　　　1・｝・1状腺機能）t進凱ii三における外科1「1勺治療経過に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　鹿詮三　　　叡た　 ｛移　　　　　　　　　　 lf皿　斐括　総　 月旨　F唆　智孝　房ζ　上ヒ　（：％）　　　　　　　　　　月旨　 酉愛　 ↓圏ヒ

∴∴金　照㌶欝1蘂驚19オ嘉ジ…1編’ヒ1フ駈一｝儒測

①抗甲後57δL｛｝26，94．27．723．030．・16．8L321．13
　　り：田　石【サ　争隻　　　　　　 1．｛｝　　　24．7　　　 2．6　　　 9．2　　　22．4　　　36．8　　　 3．3　　　 L6・i　　l．・．19

　　’11i『　う｛亡　　？台　　　　　　　　　　0．9　　　　28．8　　　　　：L　9　　　　　1〔，．6　　　　25．4　　　　　2【i．1　　　　　4。3　　　　　　L｛》3　　　　0．91

②抗甲後17δL829．34．6　g．529．722・03・10・74【｝・75
　　11府　　祢f　f受　　　　　　　　　2．1　　　　29．：う　　　　　5．2　　　　10．9　　　　24，7　　　　22．8　　　　　5．｛｝　　　　　o．92　　　｛｝．7品

　　）kこ　ン4ぐ　　洋「　　　　　　　　　0．7　　　　26．8　　　　　5，（｝　　　　　9，9　　　　25．6　　　　25。5　　　　　6・5　　　　　L〔〕【）　　　0・95

③久抗lll後23｛3　0．8　26．0　5．3　10d　26・1　25・6　6・1　1｝・98　0・98
　　1呆　　称ヱ　　守受　　　　　　　　　 L3　　　　27．0　　　　　4，3　　　　　9．9　　　　21．9　　　　29．3　　　　　6，3　　　　　1．3・1　　　1．09

　　来斤　　：木1　滞｝　　　　　　　　　0，6　　　　28．8　　　　　3．8　　　　10，6　　　　27．3　　　　23．5　　　　　4．・重　　　　　Ω．86　　　　⇔、82

④抗甲後37占L227．・17，07．225．327．8・Lll，11｝L掴
　　・費　　休f　率受　　　　　　　　　1，6　　　　31L　1　　　　　二う．8　　　　　8．7　　　　2‘）．2　　　　3L｛｝　　　　4．6　　　　　L　5忌｝　　　L⇔3

　　ヅく　　未　　滞～　　　　　　　　2，0　　　　3L7　　　　　5，7　　　　　8．4　　　　2」，2　　　　21う，3　　　　　4．7　　　　　〔｝．96　　　1L74

⑥抗i1下1後18δ1．23｛），74，89．｛．｝22．127．9・1．3　L260，91
　　1／1　争侍　　後　　　　　　　　 1．4　　　　30．8　　　　　4．2　　　　7、1　　　　18，7　　　　34．5　　　　3、3　　　　　1．84　　　1．12

　　松　 ラ1こ　詣…｝　　　　　　1、2　　　29。2　　　 4，3　　　10．2　　　26．5　　　23．2　　　 5．4　　　 0．88　　0．80

（亘）　　　　証プ‘11：1子麦　37　♂　　　　　1．4　　　　　28．6　　　　　　4。2　　　　　10．7　　　　　24．1　　　　　25．0　　　　　　6．〔｝　　　　　1．〔｝4　　　　｛｝．87

　　一ド　　争1置　　ぞ愛　　　　　　　　　　1．4　　　　27．4　　　　　4．．4　　　　　8，5　　　　23，5　　　　30．5　　　　　4．3　　　　　L30　　　　L　11

　　こh　米　 滞奇　　　　　　0．9　　　3L　2　　　 4．4　　　 8．2　　　28．6　　　22．0　　　 4．7　　　 0．77　　0，71

⑦抗甲後26δ｛｝．829・53・59・223・229・54・’lL271・｛Xl
　　屋　　争1サ　　そ麦　　　　　　　　　　1．5　　　　29．6　　　　　4、8　　　　　5．5　　　　23．4　　　　　3i、2　　　　　4．0　　　　　1，33　　　　L｛75

　　了ヨ　未　 治　　　　　　 1．0　　　28．2　　　5．1　　　9，6　　　29．1　　　21，8　　　5．2　　　（，．75　　‘｝．77

⑧抗甲後35♂L629．57．19．424．921．95．6〔｝．88〔｝．74
　　川1　林∫　宇妾：　　　　　　O，9　　　30．1　　　 ・1．2　　　 9．5　　　22．2　　　27．3　　　 5．8　　　 L23　　〔｝．91

　　我米治　　 L1　33．4　3、9　9．3　26．0　21．6　4。7　0，83　〔｝．65
⑨抗甲後28♂2．129，63．010．124〆127．43，41．12〔｝．92
　　1⊥．1　律『　守麦l　　　　　　i．6　　　29．7　　　 3，7　　　 8．5　　　25，6　　　27．5　　　 3．4　　　 1．07　　くL93

　　太米治　　 O，9　31・3　4・｛〕　8・9　18・3　28・〔〕　8・6　1・5：．｝　0・89

⑩抗甲後18♀1，327．76．18．125．924．26．70．93くL87
　　田　　術　　そ麦：　　　　　　　　　1，0　　　　27．5　　　　　5，4　　　　　7．4　　　　24，｛｝　　　　29。5　　　　　5．2　　　　　1．23　　　1べ）7

　　落　　未　　治　　　　　　　　　1．4　　　　29．5　　　　　4．4　　　　11。1　　　　21．4　　　　27、6　　　　　4．6　　　　　1．23　　　0，94

⑪抗甲後21♀0．9’34・3・些・66・718・728・16・71・500・82
　　合　 観サ　ぞ受　　　　　　　1．3　　　32．0　　　 6．2　　　 7．4　　　17．8　　　29、・豆　　　5．9　　　　1．65　　く〕．92

　　｛な　未　 治　　　　　　　LO　　　31。4　　　 4．7　　　 9．1　　　21．8　　　27．4　　　　：…，6　　　　L26　　【｝．87

⑫抗甲後40♀1．030・・｛6・18・226・324・4：う・60・93｛｝・呂｛〕
　　1ノヨ　制サ　争隻　　　　　　　L6　　　31，5　　　 5．2　　　 8．0　　　23．2　　　24、7　　　 5、8　　　　1．｛⊃6　　0．78

　　1；ト1　潮乏　治　　　　　　 O。9　　　30，2　　　3．9　　　11．2　　　23．9　　　25．5　　　4，4　　　 1．07　　1エ84

⑬村篇響♀1：lll：ll：111：：ll：ll1：ll：li：ll則
i
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とーもなう．lf【L漿総脂酸村孝成比および脂酸比の推移

L牲＿堕L－」㌧．．1鷺と＿並・・レルア・ジ4顧吋ソリノ｛ルキ・ン14°L／P
　　J魁　未　 滞窒　　　　　　LO　　　34．6　　　 3．9　　　12．3　　　16，9　　　25，1　　　 6．2　　　 1，・49　　0．73

⑭抗甲後43♀1．｛｝29．63湘10，220．｛｝：｝1．4、L｛｝L571、1）6
　　illl管　争【サ　子髪1　　　　　　く），8　　　29．5　　　 3．1｝　　　1｛｝．6　　　2｛｝．9　　　28．・1　　　　5．8　　　　L　3｛．モ　　0，96

　　4ケ　　シに　　》台　　　　　　　　　　1．4　　　　28．4　　　　　5．8　　　　　7．8　　　　26，1　　　　25．1　　　　　5，．1　　　　　‘｝．96　　　0、88

⑯抗ITI後32♀1．527．34ド18，726．226，85，11，1｝2｛｝．98
　　月要　　彿「　f妾　　　　　　　　　　0，9　　　　27，7　　　　　4，〔｝　　　　　8，7　　　　24．7　　　　31．1　　　　　2．9　　　　　1．26　　　　1，12

　　：メL　　未　　滞｝　　　　　　　　　　1．：3　　　　31，2　　　　　　5．1　　　　　9．1　　　　　24．0　　　　　24，1　　　　　　5．2　　　　　　1．00　　　　0，77

⑯抗甲後3・［…i～1．929，15．88．025，325．34，61．00【D．87
　　1．1．1　イホf　　そ妾：　　　　　　　　　　2．4　　　　　28．9　　　　　　：・｝，9　　　　　　9．3　　　　　23，6　　　　　26．2　　　　　　5．7　　　　　　1．」1　　　　〔，．91

　　τ・if　　うに　　深｝　　　　　　　　　1，5　　　　30．6　　　　　5，5　　　　　9．9　　　　22．5　　　　24．．1　　　　　5．を｝　　　　　1L〔｝7　　　0．79

⑰抗甲後35早1．73・L7　S．29．519、725．33，91．280．73
　　／i【　爺1；f　　至婁i　　　　　　　　　L8　　　　31L〔〕　　　　　5．3　　　　　9．1　　　　2L8　　　　29．‘）　　　　　3、｛［　　　　　韮．：・｝：…　　　（，，97

　　薫誓　オこ　？台　　　　　　 L2　　　31．3　　　4、5　　　～L　1　　　25．4　　　23．7　　　4・．8　　　｛L　93　　｛，．76

⑱抗甲後19♀1－1．3【L7・L31L322，・126〆13，51．18｛1．8｛｝
　　石　 創サ　後　　　　　　 1．3　　　27．く）　　　．L　6　　　 9．7　　　21．4　　　：う1．4　　　 4．6　　　 1．47　　1．16

　　糊［　シ1こ　渋1・｝　　　　　　1．」　　　33．｛）　　　6．4　　　7．2　　　24．0　　　22．7　　　5．3　　　｛L95　　《）、69

⑲抗甲後47♀L129．25，89，925．522．1㍉．5．9【｝．890，77
　　学尺　　・休テ　　子受　　　　　　　　　2．｛｝　　　　3し）．5　　　　　7．2　　　　　7．7　　　　25、8　　　　2〔｝．8　　　　　5、｛｝　　　　　｛）．81　　　0．β8

　　／j、　　瀦こ　　治　　　　　　　　　　　L2　　　　　35．3　　　　　　3．9　　　　　玉｛｝．4　　　　　22．6　　　　　22．1　　　　　4．5　　　　　　｛L98　　　　｛｝，63

⑳抗甲後19♀L62をL56・98・924・524・鰭4・・il）・991｝．82
　　0」　　争1サ　　後　　　　　　　　　　Ω，9　　　　26，7　　　　　2．2　　　　　11．2　　　　　16．9　　　　37，4　　　　　4．7　　　　　2．21　　　L40

　　真未治　　 1．2　32，4　5，5　8．4　25．5　21．7　5．3　0．85　0，67
⑳抗甲後51♀1．230．3・1．68，82L927，95、31．270．92
　　針査　；西1苛　後　　　　　　 1．7　　　29．3　　　4．1　　　8．8　　　22，1　　　28．8　　　 5．2　　　　1。30　　0．98

　　翫霊　　　看塗［　で臼蕊　　　　　　　　　　i〔肛　抄琵　竜窓　月旨　酉変　雫1腎　∬諺ζ　ユ：ヒ　（oノノ0）　　　　　　　　　　川旨　 百i費　 ∫七

1　　　　鍵薮　ノ性　「「を．．り〒』r』1「1「ンくフ匹『…”…一つてフジー芋下｝1滞…醐………胸…剛…門一　…皿…‘晶…臨一’…「1一　1r’ーデ【陽…11……．圃…………一．一”‘』．．一…’耐．一h『

　　箱　　未　　治　　　　　　　　　　1．4　　　　32．8　　　　　3．9　　　　　9，4　　　　　25．6　　　　21．3　　　　　5．6　　　　　0．83　　　0．65

⑫　　　　　1ゲ‘「三『塞餐麩　17　♀　　　　　L5　　　　28．8　　　　　2．8　　　　　10．3　　　　20．9　　　　32．3　　　　　3．・1　　　　　L55　　　　L　12

　　iLl　称テ　後　　　　　　 0，9　　　30，3　　　 3．3　　　1‘）．7　　　玉9．1　　　2をL　3　　　 6、4　　　　L53　　0．97

　　イ」、　　封之　　汗｝　　　　　　　　　L7　　　　32、1　　　　　6．7　　　　　7．2　　　　28．3　　　　21．1　　　　　2．9　　　　　‘），75　　　｛｝．65

⑳抗甲後44♀1．63L13．199．〔｝21．927．34・61・25｛｝．88
　　羅木　　訓苛　　歪妾：　　　　　　　　　2．1　　　　32．7　　　　　5．7　　　　　8、0　　　　22，5　　　　24．0　　　　　5．O　　　　　L｛，7　　　0，7ξ3

　　藤　未　治　　　　　　 1．1　　　27．9　　　3，4　　　10，7　　　3（》，8　　　20，7　　　5．4　　　｛L67　　0，74

⑳抗甲・後41♀1．729．76．7＆524．324、94，21．020、84
　　原術後　　 1．1　27．3　4．6　9．2　26．5　26．0　5．3　0．98 Q．95

　　』ヒ　　未　　雫雀｝　　　　　　　　　　1．1　　　　　37．6　　　　　　3．3　　　　　11．〔｝　　　　2L4　　　　　2｛｝。1　　　　　5．5　　　　　｛｝．94　　　　0，53

⑳抗『．」後39♀0・925・14・（，8・320・83・1・9｛3・｛｝L68　L39
　　沼く　剃置　後　　　　　　 ：L7　　　27．6　　　 5，9　　　 6，8　　　24．4　　　29．4　　　 4．2　　　 L2〔｝　　1．07

平縮
@1蜜・．33呈1．64歪・．99響1．・2翌1・12：茎1・4521・遮8鍵111・

均麟
@1f・・22匙1・24翌1・・9量M2竪1・・2窪1・24妻…劉19豊81～1・

　　術後　1譜。，32匙1．、4歪1．18曇1、42径1．52蟹、84望1．1呈ili｝2、生ll1、



i10－（290）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信少1・1医誌　嬉娼懸

構成比においても，なおパルミチン酸とリノール酸　　　イソ酸20，6土L7％，ステアリン酸8．6ニヒ1．3％，アツキ

は，対照（表6）との間に有意の差を示し，L／P比も　　　ドソ酸4．7土0，6％，パルミ1・オレ・イン酸3．9止0，9％，

明らかに低下している。この瑠実は，J血L漿総脂酸構1～史　　　ミリスチン酸0．9土0．3％の111∫｛序となっている，，巌た

比が一旦異常化すると，漁療によっても，容易に改醤　　　L／0比はL68土0．29，　L／P比は1、30土0．29であ為，，

されないことを示すもので，本疾患における脂喪£代謝　　　　以．．Lを対’具頓値と比較すると，各脂酸構成比，川納射七

異常の重要な一面を示しているものと考えられる、，　　　　ともに有意の強けく認めら淑ない、，

　　3・単純性lfl状｝腺腫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1，悪｛生lII状腺11iE

　表11に示すごとく，単純性結節性1†1状腺腫の1血L漿総　　　　ll」状腺のll泉癌における1nLl瑛竜絵1脂酸構成比る∫・ノ氏ゐと，

脂酸構成比をみると，リノール酸は34・7土4・1％で，　　　却2のごとく，リノール酸3・L6土4．3％，パルミ・ヂツ酸

もっとも多く，ついでパルミチソ酸2（う．6土2．5％，オレ　　　25，7土1．5％，　オレイン酸21，3ニヒ3、0％，　、ステアリン評俊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8ユ±｛．｝．9％，アラキドン酸5．4±0．796，パルミトオレイ

　％　　　　　　　　対、照　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン酸3・8土o・9タ6・　ミリスチン酸1・1止o・5％で‘｛うって，

40
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1，・…，f欝ll剤投与麟，。、　　猟糊生甲・1潮柵・脚1・ぼ一榔・・概の

　　　術後1カ月　　　　　　　　　　　　　間に有意の差を♪認めない。またL／01’臣，LL69二L〔｝．4呂，

　　　　　　　　　　　　　、＿＿　　　　　　　　　　　　　L／P」1ヒを，k　1，3｛う出｛｝，237（3～iゐり，　こオし，らグ）nl「〔も，　歯寸1臓，　r鉾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　純性甲状腺1】lliとイ∫意の蕊を認めz広い、，

一　i：1三　　　　　一，　　　　i　　　　　　炎13のごとく症例は5例であって，症例L2，3，」

　　iiii　　　　　　；iii　　　　’　i：：」r　　　は蒋発性成人粘液水1睡、症例5は1．il状腺癌の甲状腺全
　　：三：i　　　　　〆i71i　　　　　〆Zl・：・　　　　　　’　　　　　　　．　　，’　　　δ　　　　ρ

iiii　／芽鱒　　％…i騒　 易l」後の轍水腫であるゲ・の轍繍儲・史臆…
………三　　1・…i…　　ノiii榔　　ノー・・酸363出2・1％・パ・レミチン酸2・翫岬6誼

；ill　　！li簸　　ジ’…lll’　　・イ・酸22謎3，6％ステアリ・酸7．9止｛｝，8％，バル

　i三ii　　　　・i鰯　，　　　シ／iiii’　　　ミトオレイン酸4，3出〔L6％，アラキドン酸3．6土1．｛｝タ6，

iiii　　l；｝1　郷1　　ミ・騨・F阻。土鰐6であ・て・IP一ル酸，特
Ziiii　／ii｝1，　1／iii燦　　イ・酸一…ミ1・オ・イ・酉駄尉し一り…障
liii　．雛　　焼．盤i！’　戸1隻，・テアリ。酸，アラキドン酸1よ低下している，論

渉　　諺　　3　　だし，欄学的1・総の融示すものは，オ・脅酸
蓼　　工　　、し　　の」・勲、みである．またL／0比は1，63土・．18，L／1・比

図3．甲状腺機能充巡症の外科的治療経過に　　　　　はL50±｛｝・10であって・対照に比して前者は低下，後

　　　ともなう．1血L漿総脂酸構成上ヒの推移　　　　　　　撫lk上昇の“；1〔向を謝めるが、推計r享：11勺には両蓄闘に｛∫

表10　　甲状腺機能充進疵（術後2～3ヵ月）の血漿総脂酸杜摯成比および脂酸比

　　　　　　年　　　　 血漿総脂酸構成比（％）　　　　lj旨酸比
症例 ﾟ賑規パ瓢霧ひ蓼びジー孤ン・減奮デエ蔦｝匪
1．松　下37δ　0．7　25．8　2，3　9．4　21，0　36．3　4，5　1．73　「L41
2．　菊〒　　　嚢　　37　8　　　　0．8　　　　29．4　　　　　3．4　　　　　9，0　　　　22．1　　　　31、8　　　　　3，5　　　　　1．44　　　L｛｝8

3大　内18δ　L5　29．9　2．9　10．1　22．〔｝　3（〕．1　3．5　1．37　1．｛｝1
4，石　　 月1　35　♂　　　1．1　　　29．3　　　 3、8　　　 8、9　　　24．3　　　28．7　　　 3．9　　　　1．18　　0．98

5，　太　　　　「正1　18　♀　　　　　0，9　　　　27．3　　　　　5。8　　　　　6．8　　　　18．8　　　　35．4　　　　　5．O　　　　　L88　　　　1．3｛〕

6．　4、　　　lll　19　♀　　　　〔｝．8　　　　30．8　　　　　3．9　　　　　7．8　　　　18．0　　　　35．4　　　　　3．3　　　　　L97　　　1，監5

7，　鎚皇　　　．5悲　　30　♀　　　　1．4　　　　26，7　　　　3．8　　　　9．1　　　　19．6　　　　34．5　　　　4．9　　　　L76　　　1．29

8．　婆で　　　鈴も　51　♀　　　　0，9　　　　29．6　　　　 3．7　　　　 襲L2　　　　19，5　　　　32．1　　　　5．0　　　　　1，65　　　L｛｝呂

g．　金　　 森　 26　早　　　0，9　　　30．1　　　3．3　　　10．3　　　18．9　　　：3L　3　　　 5．2　　　 1．66　　1．0．五

10．　4な　　　　駐要　　32　♀　　　　　0，9　　　　29．9　　　　　4．4　　　　　9．0　　　　22．3　　　　30．9　　　　　2，‘う　　　　　1，39　　　　1．03

平均　12。．22蟹．63望。．9gf1．，、2豊1，93盟44歪。．、呈1；ll。、　i晶11、
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表11　　　　　　　　　、単系屯イ4三町叫犬｝；泉非重（ノ）ぼ且漿総月旨再俊番1際∫浅工：ヒォ竃よび11旨酉委∫rヒ

　　　　　　　　勾紘　　　　　　　　　　i血　堺｛・　吊窓　月旨　酸　 ｛・1母　」盛こ　上ヒ　（％）　　　　　　　　　月旨　 酸　 工ヒ

症　例　令性bミ．亥；』；一・・をチジ．認3茅1ジ弘互i▽コ7茜一ジ…デ7：万…デ業i；ワ……肝王フ～∫．……r7！罫

1、　1蔭r　　糾項　29　δ　　　0．8　　　26．2　　　 3，8　　　 8。7　　　19，9　　　35．9　　　 4．7　　　 L80　　L37

2．渡　辺39δ　｛｝．8　28．8　・LO　9，2　19，1　33．3　4．8　1．74　1．i6
3、　雇f　　　訓｛　42　お　　　　0．8　　　　29．8　　　　　5，0　　　　　7、5　　　　19．3　　　　32，3　　　　　5．3　　　　　1，67　　　1．｛｝8

4．　’」、　　1尺　45　6　　　0．7　　 29．8　　　，．聾．8　　　8．5　　　24．：う　‘　27．4　　　4．5　　　1．13　　｛L92

5．　1｝野　　　　～1く　　31　♀　　　　　L3　　　　23，1　　　　　3，9　　　　　6，0　　　　　19，1　　　　42，6　　　　　4，0　　　　　2，23　　　　1，84

6．　塾1・　　　1ρ司　　45　♀　　　　0．9　　　　22．5　　　　　3．4　　　　　8，8　　　　18．8　　　　41，4　　　　　4．2　　　　　2，20　　　1。84．

7．　1611」　　　∫rl　18　♀　　　　　0．6　　　　25．3　　　　　3，6　　　　　7，4　　　　21．5　　　　36．6　　　　　5．0　　　　　1，70　　　1，44

8．　1、日　　　　・［1－〔　37　♀　　　　　1．2　　　　24．8　　　　　2．6　　　　　9，9　　　　　19，7　　　　36．3　　　　　5．5　　　　　1，84　　　　1，46

9．　μ≦l　　　l瞬　　47　♀　　　　　1．2　　　　27．7　　　　　5．5　　　　　6，3　　　　2〔｝．2　　　　35，8　　　　　3，3　　　　　1．77　　　1．29

10。　望1　　　　）1　　32　♀　　　　　0．6　　　　24．・i　　　　　2，7　　　　　9．5　　　　23．｛｝　　　　35．1　　　　　4．7　　　　　1，53　　　　1．44

1L　　TI・∫　　　ナ【i　37　♀　　　　　1．1　　　　3｛〕．3　　　　　2．8　　　　　7，5　　　　　18，1三　　　　3・1，7　　　　　5，0　　　　　1，87　　　　1．15

12．　μ1　　　口　　33　♀　　　　　0．7　　　　27．3　　　　　3，9　　　　　9．・l　　　　l9．6　　　　：34．6　　　　　4．5　　　　　1，77　　　1．27

13．　’寓’　　　勃｛　　24・　♀　　　　　0，5　　　　24．．9　　　　　3．8　　　　　9．8　　　　21，1　　　　34．3　　　　　5．6　　　　　1，62　　　　1，：う7

14．　執雪　　り1：　24　？　　　1，｛｝　　　2・L8　　　 3．8　　　 9，7　　　22．8　　　33．2　　　4．｛．玉　　　1．46　　L：う4

15．　門ド　　　　1支　　4．2　県　　　　　1．5　　　　29．6　　　　　5、4　　　　ユ0．5　　　　21．7　　　　26，5　　　　　・L8　　　　　L　22　　　‘L　89

　　　平均　゜豊。，、2盤．、3f，）．，8f1．，21置．73繁．14ノ。。、生ll、，生8？2，

表12　　　　　　　 ｝甚醗烈三「T擁犬1理泉｝i亟（腺癌）（ノ）、【nLl琢ξ総川看酉変樺罰戎工ヒニ｝3よ’び月旨F俊工ヒ

　　　　　　　　｛ド　　　　　　　　　　 」丘L　旦食　瀦岱　月ほ　函麩　看博　∫↓矯　歩ヒ　（％）　　　　　　　　　　lj旨　 酉髪　 歩ヒ

症　例　令性ぞ要；；駅そ；：ワ雪ざ石芽yヌ凱1’ジ子τ7ワ｝∬フエ纂「亨草1i∫；｝τ7～y…旧了7∬’

1、　萩　　　　壕｛　　32　8　　　　　0．5　　　　23，9　　　　　2．8　　　　　8。1　　　　25，0　　　　35．｛～　　　　　4．1　　　　　L‘盛2　　　1．49

2，　1．U　　　　l、H　　28　古　　　　　〔〕．8　　　　28、0　　　　　5．0　　　　　7．7　　　　21．1　　　　31．9　　　　　5．5　　　　　L51　　　1．14

3．　イ卯　　 ～尺　39　8　　　L1　　　26．7　　　3．7　　　10．7　　　2L8　　　30．9　　　5．1　　　L42　　1．16

4。宮　木33皐　1．4　23．5　2．7　7．8　15，0　・13．0　6．6　2．87　1，83
5．　斉　　　　1簸　　37　♀　　　　　O．9　　　　24，8　　　　　2．5　　　　　7．3　　　　　1＆9　　　　・lo，0　　　　　5．6　　　　　2．12　　　ユ．62

6。　’萬’　　ll｝奇　34♀　　　1．5　　　24．0　　　4．9　　　7．3　　　21．8　　　35．9　　　4，6　　　L65　　1，50

7．松　沢36♀　G・9　27・4　3・3　8・5　18・8　35・3　5・8　1．89　L29
8．小　松23♀　0．9　26．4　4．7　7．4　21．1　34，3　5J　L63　1．3（）
9，　lll　　　率寸　　33　♀　　　　　1．0　　　　25．（｝　　　　　3，8　　　　　8．2　　　　24．2　　　　31，8　　　　　6．0　　　　　1．31　　　1．27

10．　千　　　　非寸　　55　♀　　　　　1．8　　　　26，9　　　　　4．4・　　　　　8．3　　　　25．3　　　　27．6　　　　　5．71　　　　1．09　　　　1。03

平均　1呈。，52蟹，53費。．98量，、．，2至1．。鷺、5f。．7呈ll、18慧ll、，

表13　　　　　　甲状腺機能低下症の．血漿総1】旨酸構成比および脂酸比

　　　　　　　イド　　　　　　　　　　　　1血　嬰琵　総　　川旨　酸　　林撃　，戊　　上ヒ　（％）　　　　　　　　　　　ll旨　　酸　　上ヒ

症例 ﾟ贋．d7ミそ需薔丁閉ワ兀イ「ン・・：τワ篇…了76一町F

1．横　山65♀　｛｝．7　24．．5　3．9　6，5　21．2　38．3　4，9　1．81　1．56
2．玉　木45♀　（1．8　24，4　3．3　8．5　22．0　38，3　2．7　L79　1．61
3．定　　 塚　47♀　　　1．7　　　24．3　　　4．4　　　8．2　　　2L　7　　　37．4　　　2．3　　　1．72　　1。54

4．　谷　　　　口　　55　♀　　　　　LO　　　　23．8　　　　　4．7　　　　　8．7　　　　24，4　　　　33．8　　　　　3，6　　　　　1．38　　　1．42

5．竹　内46♀　0．9　25。0　5，0　7．5　23．0　33．8　4．8　1．47　1．35

平均．1ﾜ。．42盤1．44蜜。，、7ぎ。．82號．63豊13重1．。至8118翌191。
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怠の艶を認めない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　図5のごとく，岡様に負の相関々f系な認める（r：・・二

　　6，　！」、　　　括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一〇・49）。

　a．対照の血L漿総脂酸構成比を躍1：的に示すと，リ　　　Trk）sorb　TesL（131王一T菖Reshl　Sp〔川ge　LTpt【恥kc）

ノール酸35．3土3．1％，パルミチン酸26・｛〕土L9％，オ　　　とL／0比との関係｝lk図6のこrヒくで，負の｛．ll聞・婦系

レイン酸20，6土2、5％，ステアリン酸8．9土1．（，％，アラ　　　を認める（r駕＿0，54）、、

キドン酸4・6±0・9％・パ・レミ1・れ’イン酸3・5土o・9％・　F，，。Thy，。。111，1。d，。。II：PBIと…LT、　R・・il・

ミリスチソ酸1・1土・・4％のll跡とゾ：・り…肱ll・圃億　S，。、、、　Upt、k，」、嚇：嗣一～5もので，　P1玉1，　T・i。…b

ノ金を認めない・　　　　　　　　　T，，ロi丘独のf直に鰍じ（，、1二り診購鍍灘llいといわ
・・1酬購f軌三蓮勲纐療肋1「・難脂齢成　オ、ている謹叫｝㈱二はCM、・蜘114・，　C1、蔚）

比を搬的に示すと，パルミチン酸3LOニヒ2．6％，オレイ

ソ酸24．7土3，1％，　ノール酉愛23，8，ヒ2，4％ステア　　　　　　1〃ゆと131職王［螂

ソ酸9，6土1．3％，アラキドソ酸5．1±1．1タ6、パルミト

オ・イン酸・既・・9％ミ1，スチン酸1・2土（脇酬〔　　（14。）

序と加り，対照に比して特・有のパターンを愚してい

る・，7引一ノ；に浄っら，　パノレミチン酉隻，　オレ．イン酉愛，　パルミ　ト　　　　　　　　1．5

すレイン酸，ステアリン酸の有意のL昇と，リノ…

ル酸の著しい低ドが将微的である。L／し）比ならび1二

L／P比は，共に．著明に低下しているu以上のごとき1飢

漿総脂醐載比のパター囚よ外科的治療に」二り次舞彊

欄値に近づく幽輌≒すが，齢贈斉ll櫛後呼　　LO
術前）では，パルミチン酸、寸レイン酸，パルミトオ

レイン酸は1石イ直，　リノール酸はイ塩f直をノ云し，術後1カ

月（退院時）においても同様で，さらに術後Z～3ヵ

川こおいても，パルミチン酸は傭謡lf直一1ノー・レ酸

は低値を示している・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．5

　c．甲状腺機能lE常な単純性lll状腺［lll1、悪性甲状腺

i：i：i：i：i：i：i：i：i　　　　　r＝一一〇，67

唾等の」血1漿総脂酸ll城比1よ対照と比較i，、てイ」意の差を　　　　　　　0　20　40　60　80％

認めない・140比，L／P圭ヒについて綱撫韻・　　図4一獣購能と血・1㈱撒のL／o比
　d．甲状腺機能低下症の1血漿総脂酸構成比では，リ

ノール酸，オレイソ酸・パルミトオレイン酸の軽度一L　　　　　　　　　　　　I，／0とPBI

昇と，パルミチソ酸，ステアリン酸，アラキドソ酸の

軽度低下がみられるが，有意の鑑を示すものは，オレ　　　　伊／o）

イソ酸の上昇のみである、またL／0比1よ轍度低下，

L／P比は軽度」：界な示しているカ㍉ill・粥共に布意のπを　　　1．5

ではない9

　　　C．甲状腺機能兀進症におけるInL漿総脂門婁

　　　　構成比のL／0比と機能検査成績

　甲状腺機能尤進症において，血漿総脂酸構成比の変
動赫す醸㈱｛となる・／・比と各種・F状撒能　1・0

検査成績との相関々係を検討した，，なお，’各種甲状肪芝

機能検査成績に異常をきたす疾患，条件等な有する症

例は除外した1鋤3）。

　1311甲状腺摂取率とL／o」七の関係をみるに，図4の　　　　　0，5

ご．とく，捌1擬取率の高いもの程L／O比は低く，両醤

間に魚の相関々係を謡忍める（r隅一〇．67）1，　　　　　　　　＿　　　　　　　048121620ノ」｛物
PBI（血清蛋白結舎ヨウ索）とL／0比との閻には　　　　図5　「下i状腺機能と1偲1鶯総脂酸の）0比
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16），中島17），鳥塚18）等の方法があるか，著蓄はClalk　　　　　　　　　　　L／0と王3MR

の原法にしたがって，PBI×1311－T3　R㈱1n　Spong　　　　（L／Q）

UpLake　のイ直を・用しヴこ。　Flee　Thy！oxlne　Ind蝕xと

L／0比との間には図7のことく負の相関々係を認め

るが湘関係撫1　°67層砲嚇鰍のそれよ　　1．5
り1輩もし、u

　βMR（雄礎代謝廊）とL／0比との問にはigl　8のこ

とく，負の相関々係を認める（1＝－015）、，他の検査

と比較して相関係数の小さい理lllは，　BMRがlll状腺

機能以外のf融の囚rによって贈髄うけやすし・こと　　1．0
によると弓えら昂しる（，

（L／Q）

1。5

1．0

0．5

L／0とTl　mso夏bTest

…　　i　　　　　　　・　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．5

　　　　　　　　0　0

o

o

o

　　　　　0
9　　　　　　⑤　　④
の

　　　　ゆ　ゆ　g　　　　O　o　　o

⑲　　　㊦oo

　　O　　　　　　　　　　o

　　　　　　　o

r－一一　〇，45

　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　20　　　40　　　60　　　8096

　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　図　8　　11i：伏｝勝M幾脅旨ノニ血し漿総15旨酉愛グ）L／0」ヒ

　　　　　　④．

　　　勘　　　　　　　　　　　　　　　　　　以1のことく，血漿総脂酸の変動を示す煎要な示懐

・1・：8㌔゜　1な・・／砒川・1聯腋轍姻醐…い
、描 @　　　　　　。　亀。　　　　　“，Q
　i醗・，　　　　　　●　　　　．　　　　　　D・リノ…ル酸経lI投与の［削1薫総脂酸

　。，’．：・　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　構成比に匿」ぽす影響

　，．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lil」逃のことく，甲状腺機能メゆ働！1にけいてIJ・リ

　　　　　　　　　　　　「　0・54　　・一、職〃、贈柳1が　。とも撒II勺（あり，外科ll勺

　20　　　30　　　40　　　50　　　60％　　　　　1倫療経，画；こよる1血L漿総脂酸擢1成上ヒσ）｝ll移なへても，　リ

図6。　甲状腺機能と1血L漿総ll旨酸のL／0比　　　　　　　ノール酸の変動は少なく・その構成比は容易に］1三常化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しない。リノール酸は，体内て合成されないイく睡1欠必
（。／。）L／°とFlee　Thy「°xine　lndex @　餐㈱であ・・とか・，柵…け・・ノール・愛低

2，0

1，5

1．0

0．5

　　…，・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　偵の原因を検討するために，リノール酸の経口投与・に
　辱：：，：1

　’・▼：：：・’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より1血L漿細1旨酸構成比がいかに変動jhるかを検討し

・：・・、．…　　1：　・…．，°＿．　翫…　・9「’　　　　た、1

・・一、繭 @…’．’　　”｝㍉∫．，　　・　　　　　　　リノール酸エチルな1113－1．5クツム織ll段りし，
　　°辱　b
　・：　　　°　　　　　　　　　　　　　　　　　　投与群と非投り群との間のlnL漿総脂酸ll肖成比を比較検

　’貯．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　討した。入院時」り投与を開始したのて，」”L甲状腺剤
　ほ　ぢの　　　　　　　　　　り

　、、：i，◆’　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　投身後（乎術前）では没一争後1ヵ月，術後1ヵ月（退

　”．i，α　゜　　　　　　　　　　　　　　　　院喝）では投与後約2ヵ月に相当する、，投与群と非投

　’∵。脅。・　　　°°　　　　　．　　　　　　　　　り群とは甲状腺機能プL進症」り任冠に捧8例を選び比
　　　　　　ワ　　　　　　　　　　リ　

i，繍　
゜°

@．’°　　Il轍紅た諌14凝・・離の，陶1敵・・凱
　：・：・：、　　　　　　も　゜　　　　　　　抗IP状腺剤投与鮫（投与後D」IDの成績なみる

峯織　　’　　°，　　　と一・一・し酸，アラ料・酉獅，迄比尉、いて，掲

　，’㌧・　　　　　　　　　　　　　　　　　　群に軽度の上葬をみるが，伽忌、の差て砿ない、，術後1

　　“…、　　　　　　　　　　　　γ龍司67　　　ヵ月（投与後2ヵ月）の成績では，パルミチン酸構威

　！2345678910111213　　　　　比において投与群に有意の上留なみる1舞か，他の脂酸

図7　甲状腺機能と1血L漿総脂酸のL／O比　　　　　　　にヤ5いては両群間にf∫意σ）差を認めない1，とくに，リ
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表14　　リノール酸経口投一㌻によるlll状腺機能充進症の血漿総脂酸構成比および脂酸比の変鋤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロリノール酸　　　　 前L漿総脂酸構成比（％）　　　　　脂　酸　比
坐∴土遊型虹鑑、辺頚題夢，笠・ギと一リ∠、レ畢，り一1亙と／・

翻：鍔犠附群1ム22饗∫14f、1を㌧～L，2翌32豊14f、1呈1：11，°鵡｛・

（リノール酸払と・ケ・そ妾1ヵ月）撒鼎1㌫，2凱5惑，．，8温，．，蹴1．、2豊，4f1．、繍・・llll；ll・

璽，，欝投与群1盛，．22贈．74愛、、．謹1．52kl．潔．，4歪1．1至lll㌦認；％，

（溺威鼎搬与群1蜜。．22蟹．53必、，89蕾、、、2至1．83竃1．、4fl．1111！う・・kl｝・7

後f－、瀞投・捌洋’郷，22貿．53f、。8温，，，2id．7：竪、、4認。，、野、、　i，lll1、

（リノール酸投与後・ト5ブ川）非投馴｝－f。．22署．認。．、を〕量1，。1匙§．731良1．8』点，，誌ll㌦、削㌔・、

ノール酸構成比に．おいては，投与群」：り非投与｛；似）方　　　1卜：fける脂酸1峠成にはそれぞれ1持1敗があり，中性1脚1加）

に上昇を認め，アラキドン酸構成比においては，投・与　　　ll旨酸構η気は脂肪組織のぞ，1しに類似して，オしイン酸，

群にわずかの」・昇をみ渤｛濾の蓬ではない。さらに　パルミチン酸，リノー・職が叙，鵬庭脂酸の脂酉蜥

投与後数ヵ月の比較においても，両群間にイ」意の差を　　　成は中性脂肪楽たはll旨肪組織に類似して，パルミチン

全く調めず，むしろ非投与群において，11ノール酸・　　酸，オレイン酸，ステアリン酸，リノール酸の順序に

アラキドン酸の軽度上昇を認めるり　　　　　　　　　　多く含まれている。コレステロールユステルでは，リ

　以上より，経「：1的にリノール酸を投与しても，その　　　ノール酸が多く，リン脂質では，パルミチン酸がもっ

投与期間，投う燈に関係なく，投身群と非投与群との　　　とも多く，　リノール酸，ステアリン酸も比較的多く

間には，その脂酸構成比において頒異はない・　　　　　　奮寂れている2①、，以上の成績は，薯者鋤謝，教室の宮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　崎鋤，醗島24）等の成績ともよく一…致し．ているりし，たが

　　　　IIL総括および考按　　　　　　　　　　　　って，動物脂質のもっとも磁要な脂酸としては，パル

　血漿中には，種々の脂質，すなわち遊離脂酸｝コレ　　ミチン酸，パルミトオレイン酸，ステアリン酸，オし

ステロール，コレステロールエステル，中性脂肪、リ　　イン酸，リノール酸およびアラキドン酸等かあげられ

ン脂質などが存在しているが，これらはいずれも水に　　　る。

不溶性であって，遊離脂酸（NEFA）の約％はアルブ　　　　また，以上の脂酸の中，三1三として飽和脂酸ト」よびオ

ミソと，残りの％はその他のリボ蛋白と結合して」佃｝：1　　レイン酸は熱源としての意義を有し，リノール酸，γ

を循環している。一方コレステロールエステル，中1生　　　ラキドン酸は熱源としてよりも，細胞の構成お」：びそ

脂肪，リソ脂質等はグμブリソと結合したリボ蛋白の　　　の機能をいとなむ上に煎要な成分とされている2映，蹴

形で存在し，」血1漿脂質の約95％を占めている19）。　　　　　お，不飽和脂酸を二重結養㌃の位置により大別すれば，

　各脂質の起源をみると，遊離脂酸は貯蔵脂1り∫に山来　　　パルミトオレイン酸は如一7系列，オレイン酸はω9

し，r国生脂肪は腸壁にて形成される食餌性乳灘中の力　　　系列，リノール酸，アラキドソ酸はu－6系列に厩し，

イロマクロソおよび肝で食成されたリボi眠白に由来　　　このうちパルミトオレイン酸，オレイン酸は｛k体内に

し，リン脂質の大陶よ肝にて合成される。中性脂肪，　　　て生1戊され得るが，リノール酸およびアラヤドン酸は

遊離脂酸はカロリー源として，コレステロールは順汁　　　坐成さ才L得ず，したがってこれ翫不“炊｛磁・須脂酸、』

酸，副腎皮質ホルモソ，性ホルモン等の前駆物質とし　　　よんでいる19）20）。

て，リン脂蜘よ細胞膜の必須構成単位としてそれぞれ　　　　さて，甲状腺ホルモンと脂質代謝についてほ，llガく

重要な没割をはたしている。1血1漿脂質の基本的な構成　　　より興味をもたれ，この方面の研猟く，数多くみられて

単位は脂酸であり，炭素数16ないし18の飽和および不　　　いるが，従来の研究は各脂質の燈的変動の追求が二1モで

飽和の脂酸がほとんど大部分を占め，その他小厨の炭　　　あって，なかでも甲状腺機能とコレステμ一ルに関す

素数1・1，20の脂酸を奮んでいる。また，各脂質分画に　　　る研究は，ひろく伽られていゐ24）26）27）28）29）。Il・［状腺機
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能異常にともなうlllL清コレステロール1直の増減は，コ　　　た。また，甲状腺機能：1ピ常な！抵純1姻1状腺11戯こおける

レステロールの異化，すなわち胆汁lll聖合成と駅中への　　　血漿総脂酸量は対照との間々こ差異を認めなかった‘，こ

排泄という二亜経路の促進，抑ll｝1】に」こり左翁されるao）　　の事実は甲状腺機自｝垂と血漿総腸酸疑：との密1彦iな関係を

3P32）33）。また，甲状1腺機能九進状態では，1血L漿中性脂　　　示唆する・I」のである、、

肪の変動は1釜微であるのに紺して，1血醸リン脂質は～1ろ　　　Ill状腺機能冗進1磁こおける各脂質の里1：的将微を，教

きらかに減少を2梯側遊離脂酸1よ増加を示す2）制とさ　　　室の’1・’崎劉，専島24）漏よびSandho魚ra4）グ）成績よりみ

れているu　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ると1遊離脂酉食超：は蟹：明な増加をフ∫是しているが，逆に

　蓑田35）は，Schra（le等の成績36）3のな弓1川して，縄　　　・1レステμ一一ノし’は著しく減少し，リン脂質緊：もf∫意の

康人の」nL膿脂蹴各分lll刺！の脂酸倉有II二は…購：比に：卜∫　　　’1をもって減少し，中｛生脂肪はイ∫意の変動を示さ厳

いてコレステロール怨ステルでは24％，リソ脂償では　　　い，，しかしながら，血1騨llの遊離脂酉麹よ繊ll勺には他の

約53％，「［；性脂肪では1内78％，総脂質では約・19％と報　　　脂質に比べると1敗鼠であるから，甲状腺機能」七進lll｛に

告し，1前L漿総脂酸蝋：のれtll定は総脂質髄の祖lj宛。kりも脂　　　：卜∫ける【1ほi漿総脂酸烈を左看するものは、　Eとしてコレ

質’代謝のよりよい指標になるとのべている。したがっ　　　ステμ一ルならびにリン脂質であって，これらの減少

て，lnL漿総脂酸貴の変動尋IL、1血L漿中の各脂質の脳：的変動　　　力鮪工漿総JI旨酸轍び）減少として表われたものと1営え．られ

の総和とも考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　る、，このことは外科的治療経過rこともなう1血L臆総脂酸

　…方，ガスクロマトグラフィーの創案51に，1：り脂酉隻　　照の構移が；1レ7、テ翼一ル，リン脂質等の1〔的推移と

の分析が可能となった結果，脂酸の面からの川守質代謝　　　・1行胴ll耳ること鋤24）からもうかがい得る・二とである、、

の研究が進歩し，その研究漿績も数多く発棄さオしるよ　　　　次に，対照にオけける1血臨乏総脂酸構成比について鞍爵

うになった。しかし，甲状腺機能異常にもとずく血漿　　　の成績をみると、ミリスチン酸1．1土0．4％，パルミチ

脂質の脂酸構成の動態に関する研究1よ，現在までほと　　　ソ酉愛26．（，止1．9％，パルミトオレイソ酸3．5土0，9％，ス

んどみられていない。そこで著三爵は，甲状II泉機能フt　　テアリン酸8，9土LO％，オレイン酸20．6土2．5タ6，リノ

遡11iを中心に，寄稠111状腺疾患と対比して，1血漿総脂　　　一ル酸353土34％，アラキドン酸」，6出0，9％である。

酸盤および⊥血L漿総脂酸構成比1こついて検討し，さらに　　　以．Lの成績を瀦翼邦の他び）報告5B）39）40）45）㈲47）㈲と比較す

その外科的治療経過における推移についても追求し　　　ると，パルミチン酸，パルミトォレィン酸，オレィン

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酸がやや減少，リノール酸がやや増加の傾肉を示して

　まず血L漿総脂酸埼：についてみると1測楚方法や，対　　　い鳳，勢くの報焦爵蹴7）46）47）48）。よ，リノール酸に比し

象の蕊異にもよるが，欧米人では一般に日本人に比し　　　てパルミ千ン酸が高値を示すと報告しているが，著者

て高値を示す傾向がある。これは主として，生活環境　　　の成績ではリノール酸の力が明らかに蘭値である。ま

の相違によるものと考えられる。40才以下の健康人を　　　た，いずれの報告においても，オレイン酸よりリノー

対象とした藷齎の成績は，401～27271呼／惚，平均339土　　　ル酸の方が高いが，著：者の成績ではこの傾尚が顕著で

41御／認であって，この値はTatsumi38），田中39），　i蓑　　ある。したがって，　L／0比，　L／P比は他の報告よりべ・

田35），高橋軌重松41＞寧の1戊績と比較してやや高い　　や高い値となっている。以上の濃嚢は測定条件，構成

が，Schrade42）の報告に近い値である。いずれの報告　　　比算出法等の榔弛にも関係していると考えられるが，

者も，40才以上では血漿総｝1旨酸錨：は増加L・，とくにコ　　　他の報告ではアラキドン酸をのぞいた6脂酸について

レステロール値が高い疾患では高f直を示すとのべてい　　　の構成比を求めているのに対して，著爵の成績は7脂

る。著者の対照他は本邦のf也の報告者の値よりやや差荘　　酸にっいてのものであるから多少の柑違は出て來るも

い傾同があるが，これは渕定方法，条件の監異による　　　のと考えられる。

ものと考えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1血L漿総脂酸構成比の男女’・は，田中の成績39）と比監鮫

　さて1甲状腺機能充遡illにおける血1｝｛総脂酸號が著　　すると，各脂酸の間に若干の相違があるようである

しく減少していることは、陥床的ならびに実験的研究　　　が，いずれも有意の蕊ではない、，密爵の成績でも田中

によって報告されている棚4）が，著者の成績において　　　の報俺39）と岡様にリノーノレ酸が剣’［三にやや高い傾向を

も，甲状腺機能充進症の1鯉漿総脂酸鍛は，対照に比し　　　示しているが，『1∫意らではなかっ鵡，したがって，1丘L

て著しく減少している。しかし，この低値は，抗甲状　　　漿総脂酸構成上ヒにおいては11差はないものとみなして

腺剤の投与により増加し，術前では対照よりむしろ高　　よいc、

値となったが，術後1力凡あるいはそれ以後では甲　　　　さて，甲状腺疾患と1血L漿総脂酸構成上ヒについてみる

状腺機能の正常化とともに対照とほぼ同等の他となっ　　　と，甲状腺機能冗進症の1血．堕挺総脂酸構威比では特何な
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パターソがみられる。すなわち対照に比して，パルミ　　　と説明している。

チン酸，オレイン酸，パルミトオレィン酸，ステアリ　　　　以上のごとくll【L漿総臓酸構成比1よ甲状腺機能と密1礎

ン酸の増加と，　リノール酸の著明な減少である。酉　　　な関係があると考えられるので，L／o比と各種叩1閃1｝｝！

擦48）もほぼ同様の1↓比績を報告しているが，高僑46）はリ　　　機能手灸査成紙との関係を検討してみると，いず淑の検

ノール酸の減少とオレイン酸の増加を指摘し，11111脂酸　　　：ぜ匠成績との闘にも負の相供1々係が認められ、甲状腺機

の比すなわちL／C）比の低下を蒋徽とし，本疾患の1自L　　能）t進の程度とリノール酸の減少，オLイン酸の増加

漿総脂酸構成比の11寺徴はオレイン酸の異常高ll酎こある　　　とツ）間に密接オ仁関係のある・二とが；認めら、hゐ二1、

とのべている、，著昔のill状腺機能冗進症の成績に．爲い　　　　甲状1腺機能」’Gl翻111における特イ拐£畑1∫1総脂酸構成1ヒ

ても，L／P比のみならずL／0比も明らかに低一ドして　　　は著爵の成辛蹴よりみてリノール酸グ：）減少にあそレもの，』

いる，、このL／0比の低ドは高僑4G）のいうごとくオレ　　推定できる1，リノール酸は，リノレイン酸，ア9キド

イン酸の増加も一因と考えられるが，L／P比も低下し　　　ン酸と」llに不11∫欠必須脂酸とさ」h，その生理的意．｝覧に

ている点よりみて著者はむしろリノール酸の減少そ・の　　　ついての研究報告は多いσ0｝51）。不呵欠必鎮脂酸と1よ，

ものに注Uすべきであると考えているc，　　　　　　　　　動物の健康に必要であつぐ休内で1；1：合成1細1得ず，代

　つぎに甲状腺機能几進1巳1における血il∫を総II旨酸構成比　　　謝，成長，修復に必要力に脂酸癒いうもので，アジキト

の将有甑パターンが外科的治療経過ウことも欺っていか　　　ン酸は蛮休内・（3リノール酸より生成さ，｝しるが，リノ

に推移するかを検討した、，す瓶わ煽，抗li1状腺斉ll投与　　　レFイン酸は前二者とも｝：恥く異なる代謝系列｛二あり、・を

後（乎術前）には，未治療時1異常歳パタ…ンを示し　　　の娠物学的意義も異なるとされている期2011軌，リノ…

た5脂酸はいずれも対1轍値に近ノ．く傾向孔がしたが，　　　ル酸の生体内の意～竜については，恋だ4く明の点か多い

パルミチン酸，オレイン酸，パルミトオレィン酸の商　　が、リノール酸は1血1清ロレステロール低ド俘翔ぼ有

他，　リノール酸の低値はなお認められ，術後1ヵ月　　　し，コレステロールにより各組織に．運ばれ，、Lとして

（退院時）においてもなおパルミチン酸，パルミトオ　　　レシチンと結脅して貯蔵されるという25）鋤‘レ慮たリノ

レイン酸，リノール酸は対照との闘に有意の茄があ　　　一ル酸は構造」「4雪レイン酸と異なり，2個の：煎結脅

る。さらに術後2～3ヵ月においても，ペルミチン酸　　　にはさまれた活｛望llメチル戴を有するため，自動酸化な

のill値とリノール酸の低値を認めた。甲状腺機能が」1三　　うけやすい物性なもっている19）、、1血し漿総脂酸構成比｛二

常化し，臨床症状の金く消張した時期においても1血L漿　　　おいてリノール酸の減少をきたす疾患は甲状腺機能

総脂酸構成比が容易に対照f直に復しないことは注1－1す　　　，t進lli｛の他にも多く，たとえば，動脈硬化症3。）鋤42，，

べきことで，脂質代謝機構が正幣化するには長時闇を　　　糖尿タ丙53畑）55），本態｛生高1ω；繊1こ36），肝疾患鋤5鵬7）脚59画

要するものと考えられる。西嫁48）も甲状腺機能尤進症　　　㈲，外科的黄疽硝，胆石症‘且7），膵炎6D62｝，妊娠中轟

の外科的治療経過にともなうその推移を検甜している　　　症63），消化管吸収陣轡細等である、

が，甲状腺亜全捌後の成績では著者と同様1ニパルミチ　　　著著は甲状腺機能フt進症におけるリノール酸欠乏か

ン酸，オレイソ酸，リノール酸になお興常を誌めてい　　　摂取盤の不足によるものか，あるいは内困1’llの4、のか

るが，退院時にはリノール酸の軽度減少を認めるのみ　　　を知るために，リノール酸の経口的投ゲ1、歌り1血雌総

であると報告し，著者の成績と異なる結果を示してい　　脂酸構成比がいかに変動するかを検討してみた、、リノ

るが，その血漿総脂酸構成比のパターンは全般的1こは　　　～ル酸投与後1ヵ月では，非投も例に比較してリノー

著者の成績と類似しているQ　　　　　　　　　　　　　　ル酸，アラキドン酸に軽度の増加なみたが有意の￥；”ぐ

　単純性甲状腺腫および悪性甲状腺腫にオδける」重L漿総　　はなく，投与後2～3ヵ月でも，リノール酸構成比の

脂酸構成比は対照と全く強黒を認めなかったが，これ　　　上昇は全くみられなかった。高橋鋤は動脈硬化症にお

ら疾患は甲状腺機能が正常であるから当然の結果と考　　　いては，リノール酸投与によりりノール酸のみな鯛1

えられる。甲状腺機能低下症で壱よ，オレイン酸の増加　　　パルミチン酸，パルミトオレイン酸竿の構成比の異常

のみが対照との間に有意の藻を示した。西塚48）は，ス　　もjE常化することを認めている。その他，動脈硬化

テアリン酸，オレイン酸の増加と1リノール酸の滅少　　　症幡4），高1ω五症G5），糖尿病53）昏聯），肝陣’1騨）、外科的

を認め，中でもステアリン酸の増加を特異としている　　　黄ll劉の等においても，約1ヵ月間のリノール酸投ヶギ，

が，著者の成績と一一致している点はオレイン酸の増加　　　より，リノール酸が増加することが報告されてい《，、、

のみである。高橋49）は，甲状腺機能低下頻iにおいては　　　しかるに，lrl状腺機能寛進症1こおいては，前述のごと

高款レステロール血輝をきたすので，コレステロール　　　くリノール酸を経口的に投与しても，並L漿総腸酸購成

の代謝異常に関連して不可欠必須脂酸が欠乏するもの　　　比にはなんらの影響もみられなかった，，著滑の嚢験〔
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はリノール酸の投与搬がなお不足していることも否定　　　臓の酸素消費駄が著明に，匹G巡している74）が，この場合

し得ないが，本疾患にみられるリノ・一ル酸の減少は，　　　アラキドソ酸およびリノレイン酸系脂酸が選択的に心・

il［1集総脂酸のみ沈Ωらず脂肪組織21），遊離脂酸23＞，コレ　　　臓1血峰1；系紺織にとり入れられるようである鵜，、ラット

ステP一ルエステル2の，リン脂質鋤，中性脂肪24）等0）　に1δナる爆剣削1犬泉働旨［鳳G蟻t竃の〔》臓に［霞巨！鯨窓脂

全ての分画においてもみ，られるのに対して，ほぼ同一・・　　酸｝亜・：の増加を認め，とりわけリノレイン酸系脂酸，ア

の食物を摂取していイ，対照，あるいは聯1［1性甲糊麟疸　　ラキドン酸などの高度不飽和川旨Fl婁が心筋811に多陥こみ

｝こおいてはリノール酸欠乏が全くみられない点から，　　　られたという報裂1㈲・1ある、，この、：二とより，リノ・一・ル

甲状腺機能∫‘進lli｛にオδけるリノール酸欠乏の原因は，　　　酸からア声キドン酸への4合成が几巡し，　．次的にリ

摂取徽の不足というよりは，むしろ内因性のもので1　　　ノール酸の欠乏なきたすことも一・応は搭慮されようリ

リノール酸の利用の冗巡にあると考えられる。しかし　　　しかし，この機転に関与するMa1（，ry　C【）Aおよび・￥

ながら，リノール酸と甲状腺ホルモソとの関係につい　　　イクμゾーム内の酵索系の利用がいかに娯響をうける

ては脂肪欠乏食で飼育したラッ】・に7rhiguraci1を与　　　のかは規在のところ不明である¢，宏た殻近，　llI状腺機

えて甲状腺機能を低ドさせると，リノール酸が減少し　　　能几進症の動物の肝においては，アラキドン酸および

たという￥艮僑52）68），あるいレよリノーノレ酸欠乏食のラッ　　　C22：0び）引三台屡ζがりし」聾づ㌧るたう～鈍こリノーノレ酸，　リノレ

トにIP状腺ホルジ［｝ンとしてTrik）dthyr｛⊃11illeを投与す　　　イン酸が多．1【1：に利月1さオしるとの報告75，も～1うる，、

ると，リノール酸，アラキドン酸が増加し，パルミト　　　以．hのごとく，甲状腺機能五：進IIτ1におけるリノール

オレィン酸が減少したという報1騨）もある．これらの　　　酸の減少機序に関する見解は種々あって枚挙幹二いと翫

知見は著者の成績と相1叉するようであるが，動物り≦験　　　がないほどであるが，結局はリノール酸の利用，G進に

では薬剤の投与墨，実験兼件等にも陶題カミある。事爽　　　その乙1三囚があると滑えてよいであろう，，

Dayton69）は，脂酸の生台成に対する甲状腺ホルモソ

の作用は二相性であって，少瓶では尤進，大：躍：では抑　　　　　　　　　　　　結　　論

制的であると報告しているから，簡単には糸ll｛論な下す　　　　躇趨よ甲状腺機能充進ll［：を【ll心に，各穐lll｝1尺腺疾患，

ことはできないであろう、，一・方，Peifer44），　Howe7①　　と対比して，」丘L漿総脂酸蹴および血漿総脂酸構成上ヒに

簿は，実験的甲状腺q用1磁こおいてリノール酸の必要　　　ついて検討し，さらにその外看斗的治療経過に胴ける推

紘が冗進していることな示唆している，，不飽和脂酸は　　　移についても追求し，次の糸Il論をll｝た，、

…・ ﾊに飽和脂酸に比して燃焼されにくいとされている　　　　1．対照の血漿総脂酸殿は，401～272㎎／46，　i勺均

が，甲状腺機能冗進癌ではエネルギー代謝のプ〔進によ　　　339土4P曜／46であって，性虚は認められない。

り，高度不飽和脂酸のうちでも日動酸化なうけやすい　　　　2・甲状腺機能充進症の未滞瞭時の」血漿総脂酸惣よ

リノール酸が優先的に利用され，その紬果リノール酸　　　平均247土59四／ゴ6で，対照に比して著しく減少して

欠乏を生ずることも考えられる。　　　　　　　　　　　　いる。この低値は抗li獣腺剤投与により対照値よりむ

　その他，本症には…般に多食症状カミあって，糖質を　　　しろ高値となり，術後1ヵ月では対照値に近ず：く傾向

多量に損i取する傾問カミあるために休内で飽和脂酸が多　　　を示し，術後2～3ヵ月では対照値と‘・麦ぼ一・致するり

く合成され，その結果リノール酸欠乏をぎたすFガ∫能　　　　3・単純性甲状腺腫のω責総脂酸｛輩：は対ll敬との問に

性25）49）7↓）72）も一応考えられる、，しかし1甲状腺機能充　　　イ∫意の驚を認めない。

進症の食物が対照のそれに比して特に．著しい糖質豊富　　　　4・対照の血漿総脂酸構成比を耀：的に多L・順序にし

食であるとはいいがたいし，また治療により多食症状　　　たがってあげると，リノール酸35，3土3．1タ6，パルミチ

の消失した時期においても，なおリノール酸欠乏がILIi　　ン酸26．0土1．9％，オレイン酸20．6止2．5％ステアリ

復しない点から，食物の桝こ1蚤、咽を求めることはでき　ン酸8・眠Lo％アラキFン酉変4侃o・9％パルミト

ないと思オっオしる，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；仁レイン酸3．5±〔L9％，　ミリスチン酸五．1土住4％で，

　さらに，　Peifer44）は，甲状腺機能）「〔進症1こ1「・∫ける　　　｛’k1Y…は認めない。

エネルギー代謝尤進にともなって，心臓1鱈。系組織へ　　　　5・甲状腺機能几進症の未部療時の1血L肇総脂酸構成

の高度不飽和脂酸の選択的とりこみの問題を三1張して　　　比を対照と比較寸隔ると，パルミチン酸・オレ’fγ酸・

いる。心臓ではそのエネルギー源として脂酸が利用さ　　　パルミトオレイン酸，ステアリン酸の増加と，リノー

れるが，正常では血漿1指質からオレイソ酸　リノレイ　　　ル酸の著明な減少を認める。以上にみられるll艮漿総脂

ン酸およびある種の飽和脂酸が選択的にとりこまれる　　　酸構成比の特有なパターンは，外科的治療1こよっても

といわれている73）。甲状腺機能尤進症に二1写いては，心　　　容易に改瀞されず、術後2～3ヵllを経てもな；hメ照《
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